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市政だより 戸一人口の動き

2月1日現在 前月比

人 口 57.318 + 118 
男 27.655 + 60 
女 29.663 + 58 

世帯数 14.817 + 39 
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乙

こ

を

と

じ

て

く

だ

さ

い

、-'

みんなといっしょに記念植樹をする松本市長〈中央)

H 
s 

やがてはつつじの名所に O 

絶好の植樹日よりに恵まれた 2月24日午前10時

30分、記念植樹を祝福する打ち上げ花火を合図に

市制施行30周年の記念植樹がはじまりました。

この日は、農協つつじ部会の指導lとより、町務

連絡員のかたがたをはじめ、婦人会、青年団、青

年会議所、観光協会、自衛隊、市議会議員など

約230人の参加者によって、 2，000本のつつ じがま

たたくまに植えられました。

母樹園は標高150メートルの高台にあり、広さ

約74，500平方メートノレで、今後30，000本のつつじ

が植えられ、将来は都市公園として、大村の名所

になることでしょう。
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毎月 1日・15日発行 発行所/大村市役所編集人/総務課長岩永敬之印刷所/隆文社印刷所

市制勉行30周年
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岳ノ木場つつじ母樹園
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新

し

昭和47年 3月 1日
11111111111111111111111111111111111111111111111111111111IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIItlHIIIIII1IIIIIIIHlHlllllllllllllllllllllllllffI 

し、

農

消

費

「
み
そ
づ
け
」

「
車
え
び
」

生
産
者
の
生
産
技
術
の
向
上
と

消
費
拡
大
を
は
か
る
た
め
、
市
内

で
生
産
さ
れ
る
特
産
物
の
展
示
、

即
売
会
が
去
る
二
月
十
五
・
十
六

日
、
市
民
会
館
で
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

即
売
会
は
た
い
へ
ん
好
評
で
、

朝
早
く
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
人
出

で
に
ぎ
わ
い
、
ほ
と
ん
ど
売
り
切

れ
ま
し
た
。

⑥ 

春

で
にき‘わった共進会会場

展
示

品
も
、
の

灼
J

、
や
フ
ロ
イ
-
フ

l

l

i

、
白可日
ド
、
、
，
コ

ー
』t

問
中
声
ロ
』
ノ

'
V
4
L
-

ど、
生
し
い
た
け
、

干
し
わ
か
め
、
湯

通
し
わ
か
め
、
み

か
ん
、
レ
タ
ス
、

苗
木
な
ど
、
二
百

九
十
七
点
に
及
び

特
に
空
港
対
策
事

業
と
し
て
昨
年
十

月
に
「
車
え
び
」
の

稚
魚
を
箕
島
周
辺

-

海
域
に
放
流
さ
れ

た
も
の
が
市
場
に

す

花

• 
漁

業

で

拡

大

を

「
に
じ
ま
す
」

出
荷
さ
れ
る
ま
で
に
成
長
さ
れ
て

特
別
出
品
さ
れ
、
ま
た
、
温
水
利

用
の
「車
え
び
」
、
稲
作
転
換
促
進

に
よ
る
過
疎
対
策
の
一
環
と
し
て

の
「
に
じ
ま
す
」
、
新
し
く
出
品

さ
れ
た
「
み
そ
づ
け
」
な
ど
、
特

産
物
と
し
て
将
来
が
楽
し
み
な
も

の
が
目
だ
ち
、
新
し
い
農
業
の
あ

り
か
た
、
新
し
い
水
産
業
の
生
き

か
た
が
感
じ
ら
れ
、
市
民
生
活
の

向
上
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

晴
れ
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。

『
う

ヰ
A
山

大村市特産物共進会受賞一覧表

川勝 静雄 (新城〉川 新城
の り 加藤正俊 (新城〉渡海俊雄 ( 11 ) 示室原三貞瀦夫i(j7) j 

今道好*郎 (新城 1 今松中島里田 良重徳明雄夫 (((新松東城浦原))) l 

干しわかめ 松尾重松(新城〉 二島 徳一 C11 ) 

湯通し川梅原
渡海勝太郎 (新城)

松鈴山田田浦 藤重勇一喜 (((新松東城原浦)) 〉松尾次雄 C11 ) 

フロイラー 倉橋よしえ (大村〉
太田尾克之 (大村) 倉太浦田橋尾サト (大村)) 〉
川口 正治 ( 11 ) = 義正雄(西(大H村

実母 卵 板橋 潤 (大村〕
田崎 学 (三浦)

喜山本福太米正作郎 〈I【三大菅浦村瀬〉〕) 勝 野 貞 (大村〉

み かん 磯井 五郎(福重) 大又友幸 (福重) 一瀬清人〈西大村〉

レタ ス 中村 勇 (松原) ー 瀬 灯 (松原) 南 、善 継 (松原)

いちど 木村長守 (松原)
森山義昭 (松原〉

中田添田告 良征生要臣 4(C萱M瀬)) 〕
開常義 ( 11 ) 

福 (秘原
、、，

高高橋 政子 〈福重) 川前高|以添田 ヒサ ((( 三浦)) 
みそづけ 松尾ハマ(大村〉

瀬 カズ (鈴田〉 良タUカろミ江鈴田)

生しいたけ 浦山市次(三浦) 堺 吉嗣 (鈴田)

干し しいたけ 井川貞夫(萱瀬) 楠本 哲夫 (萱瀬)

山 出 苗 |桧 一
杉永松幸義 (大村)|松宮崎繁行(大村)

毛 苗桧永松幸義 (大村〉松宮崎一二(大村)

計 13名 20名 ー ・ 24名

'第 8回し、

米

り
扱

っ
て
い
ま
す
。

乙
の
名
柄
が
商
社
関
係
で
は

「
特
選
米
」
、
農
協
関
係
で
は
「パ

ー
ル
ラ
イ
ス
」
と
な
っ
て
お
り
、

ど
ち
ら
も
主
と
し
て
大
村
地
方
で

生
産
さ
れ
・
た
も
の
で
す
。

消
費
者
の
皆
さ
ん
、
安
心
し
て

ど
使
用
く
だ
さ
い
。

二
月
十
六
日
、
市
民
会
館
で
行

な
い
ま
し
た
米
の
試
食
会
は
、
市

内
で
生
産
さ
れ
た
自
主
流
通
米
で

特
定
の
名
柄
、
品
種
の
比
較
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
お
、
今
後
、
よ
り
い
っ
そ
う

「
う
ま
い
米
」
を
持
続
さ
せ
、
常

に
収
穫
時
の
味
を
保
つ
た
め
に
、

=

低
温
倉
庫
に
保
管
す
る
よ
う
努
力

が
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

ー
特
選
米
と
パ

l
ル
ラ
イ
ス
l

米
の
生
産
が
上
昇
し
、
今
ま
で

の
量
産
か
ら
「
う
ま
い
米
」
作
り

に
重
点
を
お
く
裁
培
に
努
力
が
は

ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
で
は
米
の
品
種
、
日
本
晴

• 
花

花

• 

黄
金
錦
、
れ
い
ほ
う
を
「
う
ま
い

米
」
と
し
て
奨
励
し
て
お
り
ま
す

が
、
販
売
面
で
は
、
検
査
等
級
の

三
等
以
上
で
、
水
分
含
有
十
四
%

の
も
の
を
自
主
流
通
米
と
し
て
取

の

大

村

(
市
民
運
動
推
進
協
議
会
)

市
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⑥ 

フK

み

ど

と

児
童
手
当
の
請
求
は

す

み

ま

し

に

方通

国
の
児
童
手
当
は
本
年
一
月
か

ら
支
給
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

十
八
歳
未
満
の
児
童
が
三
人
以
上

い
て
、
そ
の
う
ち
五
歳
未
満
の
児

童
が
い
る
世
帯
は
、
受
給
資
格
が

あ
り
ま
す
。

児
童
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る

場
合
は
、
児
童
手
当
認
定
請
求
書

を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。
認
定
請
求
書
の
提
出
先
は
公
務

員
と
専
売
、
国
鉄
、
電
々

の
各
公

社
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
勤
務
先
、
そ

り

「買いあげます-1
一 一引揚者特別交付金国庫債券一一

おおむ市政だより(3) 

次
の
と
お
り

国
庫
債
券
買
上

償
還
の
申
し
込

み
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で

ご
希
望
の
か
た

は
早
め
に
市
社

会
課
へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

買
上
限
度
額

一
記
名
者
に

つ

い
て
十
二
万
円

以
内

の
他
の
か
た
は
市
福
祉
事
務
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。

乙
の
手
当
は
、
さ
か
の
ぼ

って

支
給
さ
れ
ず
、

認
定
請
求
を
さ
れ

た
月
の
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

受
給

資
格
の
あ
る
か
た
は
す
ぐ
、
ま
た

出
生
、
転
入
な
ど
で
新
た
に
資
格

者
と
な
っ
た
か
た
は
、

事
実
の
発

生
し
た
日
か
ら
十
五
日
以
内
に
お

忘
れ
な
く
認
定
請
求
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

た
と
え
ば
、
児
童
の
出
生
の
場

りi、

の

.._-…一一・・・ーベ"...ヘ，.，..、N'、かd、N'、徐.r.

合
は
す
で
に
十
八
歳
未
満
の
児
童

が
二
人
い
て、

新
た
に
三
人
目
が

生
ま
れ
た
と
き
、
ま
た
転
入
の
場

合
は
資
格
者
が
市
外
か
ら
転
入
し

ゃ
ん
ル
」
品
己
。

つ
ぎ
に
本
年

一
月
と
二
月
に
請

求
を
忘
れ
て
い
た
か
た
に
つ
い
て

は、

経
過
措
置
と
し
て
三
月
三
十

一
日
ま
で
請
求
す
る
と

一
月
ま
た

は
二
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ

れ
ま
す
。

く
わ
し
く
は
福
祉
事
務
所
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

A
V
A
V
A
V
 

い
ま
ま
で
は
患
者
さ
ん
を
撮
彦

室
に
移
動
し
て
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

を
行
な
っ
た
り
、

ポ
ー
タ
ブ

ル
撮

影
に
た
よ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
乙

の
撮
影
機
は
病
室
に
寝
た
ま
ま
や

手
術
し
な
が
ら
で
も
撮
影
で
き
る

と
い
う
県
下
で
も
め
ず
ら
し
い
新

一格
一コ
一コ
一円

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

金
表
一
価
一
三

日
叩
卯
卯
却

m
m
m刊
刊

m
m
m卯
m
m
m
m叩

付
額
王
一
L

L
v
L
ι

日

山

n
h
L
ι
1
0山

n
h
ι
n
h
ι
η
h
Q山

ι
ι
ι
o
h

交
上
直
行
「
l

i

-

-

川
川
川
川
川
は
は
は
は
け
は
ほ
げ
げ
川

別
買
一
軍

一
券
券
券
券
券
券
券
券
券
券
券
券
券
券
券
券
券
券
券

特
券
一
ー
ま
一
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円

者
債
一
種
一

一十
万
千
万
千
千
万
千
万
千
万
万
万
千
万
万
千
千
万

揚
庫
一
面

-
Rei
1
別

2
日
別

3
刀

4
m
5
6
7別
刊
日
刀
刻
印

引
国
一
券
一

1

2

2

3

4

7

日
日

買
上
価
格

賦
札
六
枚
分
の
別
表

価
格
と
す
る
。

申
し
込
み
期
限
三
月
二
十
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
が、

買
上
申

請
が
資
金
の
わ
く
に
達
し
た
と
き

は
受
け
付
け
を
締
め
切
り
ま
す
。

-・圃園

、ー

の

都

市l

(
大
村
市
の
都
市
像
)

『軍曹~~戸、ー，F 曹 『甲

計量教室

(試買会〉

その結果

白 袋入里り 。 次 で 計教室量を 霊計量の保護江と
成績は次由 欲ていL。 要望がれ白出さ 催関またLし 二 婦学人級

おと 量にも やめ 。 十四月 協力の

面前計量商品試買会成績表

|購入1 超過 |正量 |不足
商品名 件数件数1% 件数|必件数|労

食肉 28 28.7 12 42.6 28.7 

野菜 31 11 35 5 16 51 6 12.9 

魚、貝類 25 11 44.0 9 36.0 20.0 

果 物 8 37.5 50.0 1 12.5 

緑茶 2 2 100.0 

その他 3 33.3 66.7 一
i 合 計 97 34 35.1 45 46.5 18 

!※その他サラ タ¥ 漬物、ラーメツ 各1件
i※::!:: 2 9ぢは正量とみなす。
l曹司--曹『--F....----.... --..F 曹『--曹司--F曹司---FF 

A物

A
V
A
V

市
立
病
院

鋭
撮
影
機
で
す
。

乙
れ
に
よ
っ
て
正
確
な
診
断
や

治
療
が
さ
ら
に
充
実
で
き
る
も
の

と
各
分
野
で
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

み

ど

り

の

回

診

車

あなたの暮らしを火がねらう

-・春季火災予防運動実施中・..

'(3)ずしじをキ (2) ど「時知会(1)だとるら
旅消 、 申使ン山利消は 識 な婦さにた 、春
行 し使う用 グ登用防 、をど人い、め く先
さま 用ぷす なりく 教 消 深 で 会 。ど、らの
れし 後んる ど、だ 室防め防 、 協次 し火
たよは注時でハさ」 署 た火町 力のを災
時 う 必意は火イいをのいの内 く乙 守 か

み
ど
り
の
回
診
車

新
鋭
回
診
用
エ

ッ
ク

ス
線

撮

影

機

購

入

は
、
旅
館
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
非
常

口、

避
難
経
路
を
必
ず
確
か
め
ま

1
U

ょ・っ。

凶

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
か

た
た
ち
は
、

火
事
に
な
ら
な
い
よ

う
注
意
し、

火
事
に
な
っ
た
ら
す

ぐ
避
難
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

同
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ
は
必

ず
屋
外
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

附
昨
年
末
か
ら
誕
生
し
た
少
年
防

火
ク
ラ
ブ
は
、
ク
ラ
ブ
員
の
自
宅

な
ど
の
防
火
点
検
、
町
内
に
対
す

る
火
災
予
防
の
呼
び
か
け
な
ど
、

大
き
な
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
少
年
防
火
ク
ラ
ブ

を
育
成
し
、
広
め
る
た
め
に
、
み

な
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。



(4) 

せ |

午
後
四
時
ま
で
。

場
所

市
役
所
大
会
議
室

。
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る

か
た

へ

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

は
事
業
税
、
市
民
税
の
申
告
書
を

提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が

確
定
申
告
書
の

「住
民
税
、
事
業

税
に
関
す
る
事
項
」
欄
の
記
載
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

記
載
が
な
い
場
合
は
該
当
事
項

に
つ
い
て
の
搾
除
は
原
則
と
し
て

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

お

し

り

おおむら

一
税
務
だ
よ
り

一

a
m
m
A川
m
A
A
m

一

沿
い
川
角
川

所

得

税

納
税
相
談
と
申
告

市政だより

所
得
税
、
事
業
税
、
市
民
税
の

申
告
期
限
は
三
月
十
五
日
ま
で
で

す
が
、
納
税
者
の
み
な
さ
ん
の
便

宜
を
は
か
り
、
左
記
日
程
に
よ
り

O
事
業
税
の
申
告
、
納
税
相
談
日

共
同
納
税
相
談
を
行
な
い
ま
す
の
三
月
八
日
か
ら
三
月
十
一
日
ま
で

で
、
ぜ
ひ
乙
の
機
会
を
ど
利
用
く

場
所

市

役
所
第
二
会
議
室

だ
さ
い
。

O
市
県
民
税
の
申
告
用
紙
は
と
ど

期
日

三
月
三
日
、
回
目
、
六
日
き
ま
し
た
で
し

ょ
う
か

七
日
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
申
告
期
限
は
三
月
十
五
日
ま
で

昭和47年 3月 1日
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日曜当 番医

|日|診撞科目 |医院名 |所在地 |電話

内.産婦人科|中村医院春日町 2733
外 科 松尾医 院 東本町 3331 
小児科 出口小児科 諏訪 2252 
外 科 渡辺 医 院 一ノ郷 8548 

内 科 藤井医院 東本町 3878 

12 
整形外科 松永整形 松並 4300 
内 科 田 中医院 乾馬場 2724 
産婦人科 桝 本医 院 原口郷 8355 

内科・皮ふ科 寺井医院 玖島町 3574 

19 
産 婦 人科 中央産婦人科 杭出津 3850 
内 科 岡医 院 東三域 3000 
内科・外科 原 医 院 竹 松 8427 

産婦 人科 長野病 院 東三域 2107 

28 
内 科 松永医院 乾馬場 2943 
整形外 科 牟田整形 乾馬場

(C49565700561 3 ) 
内科 沢 田医院 萱瀬

3月の

4今

健

文

康

で

で
す
が
、
申
告
の
時
の
混
雑
を
さ

け
る
た
め
、
ど
家
庭
に
お
送
り
し

ま
し
た
申
告
書
の
受
領
書
欄
に
記

載
し
て
あ
る
指
定
自
に
、
も
よ
り

の
会
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

課
税
課
職
員
が
お
り
ま
す
の
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

三
月
十
三
日

三
浦
、
鈴
田
、
萱
瀬
、
福
重
、
松

原
、
西
大
村
、
本
庁
。

三
月
十
四
日

竹
松
、
西
大
村
、
本
庁
。

三
月
十
五
日

竹
松
、
西
大
村
、
本
庁
。

固

定

資

産

課
税
台
帳
の
縦
覧

三
月
一
日
か
ら
三
月
二
十

一
日
ま
で
(
執
務
時
間
中
)

場

所

市

課
税
課

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
た
事
項
に

つ
い
て
、
不
服
が
あ

る
場
合
は
、
三
月
三
十
日
ま
で
に

文
書
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

日
時保

育
所
入
所
児
を
募
集

新
年
度
の
保
育
所
入
所
児
を
次

'ft 

的

市

な

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

入
所
申
請
書
は
福
祉
事
務
所
と

各
保
育
所
に
備
え
て
お
り
ま
す
が

申
請
書
は
福
祉
事
務
所
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

入
所
で
き
る
保
育
所
と
人
員

池
田
保
育
所
若
干
名

中
央

保

育

所

若
干
名

三
城
保
育
所

若
干
名

竹
松
保
育
所
若
干
名

萱
瀬
保
育
園
若
干
名

植
松
保
育
園

三
十
名

妙
宣
寺
保
育
園

若

干

名

入
所
で
き
る
基
準

家
庭
で
保
育
に
欠
け
る
児
童
に

限
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
市
政

だ
よ
り
二
月
十
五
日
号
に
掲
載

し
て
あ
り
ま
す
。

申
請
期
限
三
月
十
五
日

く
わ
し
く
は
福
祉
事
務
所

へ

身
体
障
害
者
更
生

指
導
所
の
入
所
者
募
集

肢
体
不
自
由
者
の
身
体
的
、
精

神
的
能
力
の
回
復
向
上
を
図
る
と

と
も
に
適
切
な
健
康
管
理
、
生
活

指
導
及
び
職
能
指
導
を
行
な
い
自

立
更
生
の
促
進
を
は
か
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
長
崎
県
身
体
障
害
者

更
生
指
導
所

(長
崎
市
中
川
町

一

二
八
)
で
は
次
の
と
お
り
入
所
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

民

の

ま

育 ※ 申 募 資学 申職経期 入

A言皇 室手喜善等安芸主格告書 長 L議問;苦r費自 問皇雪雲
し 会そ 五閉 経 を を の 長次英 奨崎 し 限 時レ 更り 食月 原。 必格
く 事 の 市 日 済 除 卒 子崎の会 学 直 く 計ビ 生 ま費)則 要

装語盟 書写青 島ふき き貫 主z生育 器貴司門事支易 t t草
育 lζ 要委 一 由 lと大、 lとり四 を英 祉二謄洋 科 。七 て な 五
委 あな 員 日 で 在 学 県住募 十 募会 事 十写 裁 巨 千 ー い 歳

塁2裏書 士 華字采 22ぞ左 集 察官?。雪ラ E f 震2
事 すは 務 四 困る学高有ま度 へ フ服ジ 以入 不の
務。 教 局月難 学 院等 すす奨 社)オ外 所自介

念 樹築九 し l り れ れ む ぷ畿鐘露盤畿畿日目 物木 「 いるなあ り UFz山γご:詰
物昭齢い代 慶 て ト が乙る庭 、 謡番蝉騨騨齢 学でまっ 。「 る つ 城 4-・0ふ::~ ; 
lζ 和三た 藩 長は Jレ四のが木 雌 溜鰯輔薗薗霞露払d 上暖きたまま石め 跡 子、 ~~:~~:.~:'.J.:~:万人
指 四百 際主四 まを メ 「 、 や 雄謡選醤襲聾欝襲撃藩爵醤は地」 感 さき 垣 るの 村 ;れんこ~~，ぶ .~， " 
定 十数 lζ 大年 れと l ま 生生異 :議題髄議幅譲騒「には じ lζ 」のと石 域 災湾民
さ二十 植 村(にえトき育 垣株強磁翠璽遍露襲盤誕瞳喜い目 、で玖が上 、段 軸 ;.n.¥::US
れ年 年え 喜 一みて ノレ」 は lζ で 繋蓬翠議盤菌麗謡翠額面ぬ生まあ島そに右を 刷、 i:~~~/~ト年

、lこた前 五 るお 、は比もあ 議諦支翠撞置醒鷹彊留置 ましきるのび 、手大 の 伝子γ芳
; 。 県及 とが九 巨 り 高 、 較 よる 組鯛麟麗きて 科 。 森え四 、 手 ま ~}1;È~~

んも 玖 九木 、さ 幹 的く 。欝懇璽欝欝盛醤醤襲聾E罷霊」いの の立本桝口.:k.乞 t正ιに:コご¥ゴ.勺二勺'.ゴど.
天 でで、い島年で ま 十 のお 用 溢誕翠舗麗量圃麗醤轟iと る 常 象つの 形 よ己 ;日:::-::波:フ?γι.
然いわ域)あき七ま そい 薗麟翻察覇爾瞬しい、。 緑 徴 て大亭之③ミ訟絞~:::.詩1ど:同吋誹
記るれを十ると メ わ い ら 盟E蝿藍饗禁翠額螺罷議 わ 植喬 と い き の 且 :必2さ記'"山，才n冷Jγ• 

局
へ

、ち

(大
村
市
の
都
市
像
J



カ3

業

産

都

市

盛畠

主主

れ
{
た

な

和

の

調

と

(
大
村
市
の
都
市
像
)

⑥ 

に
な
う
青
年
が、

自
ら
そ
の
誇
り

と
責
任
を
自
覚
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
や
職
場
に
あ
る
県
内
の
青
年

が
一

堂
に
つ
ど
い
、

意
見
の
交
換

や
体
験
の
交
流
に
よ
っ
て
相
互
の

理
解
と
友
情
を
深
め
る
た
め
に
開

催
さ
れ
、

今
後
の
飛
躍

へ
の
か
て

と
す
る
も
の
で
す
。

各
団
体
、
グ
ル
ー
プ
や
若
人
の

み
な
さ
ん
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い

日

時

三

月
二
十
日

十
時
三
十
分
か
ら

場
所
大
村
市
民
会
館

ぜ

プ
ロ
グ
ラ
ム

-
講
演
加
藤
秀
俊
先
生

(元
京

都
大
学
教
授
)

「
二
十

一
世
紀
を
に
な
う
も
の」

.
意
見
発
表
及
び
交
換

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

郷
土
芸
能

(鍬
お
ど
り
、

獅

子
舞
)
バ
ン
ド
演
奏

一
月
の
妊
婦
お
よ
び

乳

幼

児

検

診

自
に
一

回
接
種
。

禁
忌
者

か
っ
け
、
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸

器
疾
患
、
胸
腺
リ
ン
パ
体
質
の
徴

候
の
あ
る
か
た
は
、
接
種
前
に
医

師
と
じ

ゅ
う
ぶ
ん
相
談
し
て
く
だ

大』
一い。な

お
、
当
日
は
母
子
手
帳
を
も

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

。
ジ
フ
テ
リ
ア
(
小
学
校
入
学
前

六
カ
月
以
内
の
も
の
〉
の
予
防
接

種
が
す
ん
で
い
な
い
か
た
も
、
も

れ
な
く
う
け
て
く
だ
さ
い
。

昭和47年 3月 1日
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生業資金貸付額一覧

|種別 !ィ 号 l ロ 号
皇I S46 S46 s46 S47 I S46 s46 S46 S47 

期 Fcil1 4/30-10/30 10/31--3/3014/30 -10/30 10/31..... 3/30 

|同 数 l-d.枚 i 3枚 | 11枚 10枚
貸付限度 I 35.000円 26.000円 I 87.000円 I 81.000円

表

のーリ百

予ア日
、ぜ

防 破 き
接傷、

風ジ
種 ~7

5 テ

種 別iイ号 | ロ号

期間 |誠一52151L52
賦札枚数 5枚 枚

貸付 限度 I40.000円 I 46.000円

対
象
者

①
第

一
期
の
も
の
(
初
回
免
疫
者
)

生
後
三
カ
月
以
上
た
っ
た
も
の
で

ま
だ
初
回
免
疫
接
種
が
完
了
し
て

い
な
い
も
の
。

②
第
二
期
の
も
の
(
追
加
免
疫
者
)

初
回
免
疫
接
種
が
完
了
後
、
一
年

か
ら

一
年
半
た
っ
た
も
の
。

な
お
、
乙
の
期
聞
に
接
種
が
で
き

な
か

っ
た
も
の。

接
種
要
領

①
第

一
期
の
も
の
、

三
週
間
お
き

に
三
回
接
種
。

②
第
二
期
の
も
の
、
い
ず
れ
か
の

一

-

-

1
1
1
1
1
1
l
i
l
i

-

-

で

l

一

「
1
一

E

-

E

一

日

一

日

日
A

一
一
司
ゴ
一

・

一

一

d

一

念
品

開

表

一日
一昨一

部

心

一

却

幻

一

泊

利

一
白

鉛

拘

破
程

一

一3
一
羽
〈

一

閉
じ

一
羽

(

一
目

(

わ

畑

一種一

E
J斗
J
川
川
」
J

川
川

J
M

偽

り

実

一

一回
一

r
i
k
一

i
k

一
E
t

木

-
1
金

後

テ
種

一接
一2
一
目

(

一

羽

G

一
羽

(

一
目

(

フ
接
一
「」
|
「
l
i
-
-
」

1
1
1
1

一

十

1
1
1
1
1
1
も

ジ
防

一
，
ご
汀
一
所

一
宮
一

戸町

一
庁

一
し〈二

所

一
院

一
所

一
れ

い
-
予

一
名

一
一
一
張

一
民

一
療

一
張

一
昨

一
張

一
病

一
張

一ザ

き

)

一
場

一
役

一
出

一
公

一
診
一

出

一
本

一
出

一

一

品

一
し

官

一
会
|市
五一
樹
一主
細

弘
一恒
石
両
面

糖

尿

病

の

、食

じ

療

法

相

談

市

立

病

院

糖
尿
病
の
食
じ
療
法
相
談
を
行

な

う
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
か
た

は
内
科
ま
で
ど
連
絡
く
だ
さ
い
。

@
相
談
日
毎
週
金
曜
日

午
後

一
時
か
ら
三
時
ま
で

@
相
談
医
師

藤

田

洋

J.;:)-

中
小
企
業
振
興
資
金

の

ご

利

用

を

特
別
給
付
金

第
二
回

特
別
給
付
金

おおむ

振
興
資
金
は
一

企
業
百
万
円
を

限
度
と
し
て
常
時
受
け
付
け
、
毎

月
貸
し
付
け
を
行
な

っ
て
い
ま
す

く
わ
し
く
は
、
商
工
会
議
所
ま

た
は
市
商
工
観
光
課
へ

弔
慰
金
国
庫
債
券
、
第
二
回
特
別

給
付
金
国
庫
債
券
、
第
三
回
特
別

給
付
金
国
庫
債
券
を
も

っ
て
お
ら

れ
る
か
た
を
対
象
に
、
つ
ぎ
の
と

お
り
生
業
資
金
の
借
入
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

早
め
に

市
社
会
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い

申
し
込
み
期
限

三
月
十
五
日
ま

で

(
貸
付
資
金
の
わ
く
に
達
し
た

と
き
は
締
め
切
り
ま
す
)

イ崖

市政だより

日しち 鳴
時ま1 がし 消

す いま 防
三。にす 演
月 なの 習
七 らで 召
臼な 、 集

い火 ‘サ
よ 災E イ
うとレ
おi 、ーユィ

願;おを
い}ま吹

戦
傷
病
者
の
妻
、
戦
没

者
の
妻
お
よ
び
父
母
に

生
業
資
金
を
貸
付

第
五
団
長
崎
県

青
年
の
つ
ど
い

を ‘「
築 連
こ 帯
う 感
」を

を高
テ め

マ豊
l乙 1T
次 な
代郷
を 主

(5) 

午
前
八
時

特
別
給
付
金
国
庫
債
券
、
特
別
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(6) 

道
路
工
事

@
③
固

全

面

交

通

止

め

市政だより

路 手泉 名 制限区間 制限期間

市道256(平号線の前~ 平小川郷大舟尾 至自 4477 .• 23.. 229 0 大舟尾〉

市道140(桑号線原 ~ 平川小内川~下郷西小中川小内 至自 4417 • 33 .• 121 5 西小川内〕

市道175(岩号線松~松尾) 岩松郷井手の平 至自 4477 .. 33 .. 121 5 

市葛道城2~1号荒線瀬(郷原字口大郷似字田〕 荒瀬郷米一の久山保 至自 4477.， 23.. 220 9 

1市町 黒槻ノ柑至自 4477232381 北川内〕

講

習

会

運
転
者
講
習
会

一
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

四
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
実
施

さ
れ
ま
す
が
、
乙
の

運
動
の
一
環
と
し
て

運
転
者
講
習
会
が
、

次
の
と
お
り
開
催
さ

れ
ま
す
。

今
回
は
、
道
路
交

通
法
の
改
正
点
も
多

い
の
で
、
免
許
証
所

持
者
は
、
ぜ
ひ
受
講

し
て
く
だ
さ
い
。

運転者講習会日程表

そ
の
他

電
気
の
廃
止
、

取
り
付
け
は
早
め
に

移
転
の
際
の
電
気
の
廃
止
、
取

り
付
け
は
、
で
き
る
だ
け

早
め

(二

t
三
目
前
)
に
九
州
電
力
へ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

(
そ
の
際
は
電
気
料
金
領
収
証
の

需
要
家
整
理
番
号
を
)

一
月
の
実
弾
射
撃
予
定

池

田

射

撃

場

④

一
日
か
ら
四
日
ま
で

④
六
日
か
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①
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三
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で

④
二
十
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か
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二
十
四
日
ま
で

@
二
十
七
日
か
ら
三
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一
日
ま
で

三浦 三 浦幼 稚 園 3月13日

鈴 田 鈴田小学校体育館 11 14臼

萱 瀬萱 瀬保育所 11 15日

竹松 実 天神社会 館 庁 16日

福 重 郡中学校体育館 。17日

松原 松原小学校講堂 11 18日

1/ 21日

西大村 向上 11 22日
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外
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番
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るへ大と Jレら式期てれ二充番村
乙合村な 式ダ電には、十にが市

ま四 伴 あ内
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ま と
す，に
。な

り

時間はいずれも19時30分から21時まで

昭和46年度(第21回〉歳末たすけあい募金収入、支出(見込額)状況報告書
大村市社会福祉協議会 (47.1月末現在)収入

金募般体.団|戸別募金 |

円 円
14.600 1大村高校教職員生徒一同~ 19.385 

金募校学
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隊!介 ;圭

大村市遺族会婦人部 ・

中山三 浦地区

8，800 2.520 

8，000 

星州建設一同 :

大村市母子会 ;

4，865 

2，230 

19，7661松原小学校児童会

161. 6191福重小学校児童会 ;

西大村地区 :182，2701東大村小学校 :

鈴田地区

大村地区

18，890 
11.諸

生長の家大村白鳩会 :2，000 1 
12.慰問費 ;

中 末 雄1.000 I (主要内訳)

低所得者慰問費i
児童施設 H 

老人ホーム庁

長期入院者 H

11.024 1 重症身心障守 (78，500) 
実行委員長川口一典 .Ll，Uu':t ¥ 者(児)

iその他 (46，000)
大村市連合婦人会 :55，000 1 

i。市内福祉団体へ 120，0000円
大村部 隊 :6，628 I~ - 助成金 見込額)

宮小 路子ども会 2，376I収入総額 1.092，618円
1 (募金収入 914，626円+雑収

揚 川 流 :10，000 I入1.782円+前年度 繰越金
1 176，210円)

大タT12苛宇野:48，431 I支出(見込〉総額1詳述見易越
|差引残額50，547円! 金(見込額〕

17，4421萱瀬小学校 :
|向陽高校インターアク :

89，3001トクラブ

|竹松小学校児童会 :17，213 
22，5951 

|三浦小学校 5.265
26，7561 = --"-.. .1:...1....1... .uLL-L .Ld.. ^ • n n~n 1 

|西大村中学校生徒会 :12，658 I 

計 !531.3481西大村小学校 !13.942 1九州電気工事労働組合:
1 - ，. _ ~U. V~~ 1 青年婦人部大村分会j

三域小学校児童会 !14.645 I 
3 ー十一 I 

大村小 学校児童会 ;円 j ん 一 一

214，689 

914，626 計.6. 
1:::1 

し ゃくなげ会

大村航空隊 ;

1.275 

2.284 

3.512 

萱 瀬地区 1

(534，000) 
(104，000) I 

(38，000) 
(53，000) 

68，571円

853，500 

出

費 j

支
一
経

3，000 

9，100 

竹松地区

福重地区 ;

松原地区 1

200 
大村市職員ダンスパ :

7，400 

円|萱瀬中学校生徒会 ;
鈴田第 CJA n~ 1 

親五会 i24，0351 大村小学校職員一同 ;

大村園芸高校農業クラブ;

中央小学校 6.363

玖島中学校生徒会 :17，000 

郡中学校生徒会 4，000

2.800 

1.190 

7.427 

老人クラブ募金

]44，554 

学 校 1 .100

計

黒木
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